
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前 9時に足元の片づけから準備に入りました。高所作業車と小型ユンボが到着。

本格的に作業が始まりました。チェーンソーが唸り、太い枝は切りくずを粉雪のようにまき

散らして次々と落下してくる、下では別の作業員がチェーンソーで適当に小分けしてユ

ンボで片付けて行く。見事にシステム化された作業はマニュアルが完成されて無駄がな

い。樹齢百年も千年も関係なくコッパ（木端）と成って地上から永遠に姿が消える。  

ファインダーの限られた視界の中に沈黙の声がある、本当に全部伐採をしないとどんな

不都合が有るのか、今一度検討しても良いのではと疑問を感じた。 

現に近くの方々で伐採の話は初めて知ったと云う人に会いました。 

自分でも西暦２０００年の記念に日本一の榎の大木の種を徳島県の教育委員会に頼

んで送って貰い、今迄大切にして来たそうで、残して欲しいとの話でした。 
 

 

 

明治天皇上陸記念碑サイトの樹木伐採を読んで 

 ２０２１年１１月８日伐採作業着手 

長い年月の風雪に耐え古武士の風格 

 

 

 

  

 

作業は手際よく順調に進行 

記念碑に寄り添って幾年月古木の思いは 


